
SLイヽ
=ミチビッ子 全パレード

ン

相内保育所 (川 口定雄所

長 )で は、秋の交通安全運

動 に先立 ち17日 、鼓笛隊 に

よる交通安全パ レー ドを行

いました。

この 日、保育所

調 ::::[::i
保 ちに真っ赤なコス

:] :lili「 ::
の  一 となって村 を練

ま :〔]`[:[i0
1砕  こんと載せた鼓笛

た  
隊 も大変 な張 り切

ち  :京 :I単 ガよ

`

りをクルクル回 り、

通 りがか りの車も運転席か

ら顔 をのぞかせていました。

秋の交通安全運動は21日

から31日 まで行われますが、

運動の ネライは「子 どもと

お年寄 りを守 ること」だけ

ドに沿道の人たちも大 きな

拍手 を送 っていました。

撥

（■
感

萩の全国交通安全運動l

9月 21日 ^80日
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村
で
は
九
月
十
五
日
の

「敬
老
の
日
」
に
ち
な
ん

で
、
長
い
間
社
会
に
貢
献

し
て
き
た
お
年
寄
り
の
み

な
さ
ん
を
頭
彰
す
る
た
め

八
十
歳
以
上
の
長
寿
番
付

を
作
成
し
ま
し
た
。

八
十
歳
以
上
の
お
年
寄

り
は
全
部
で
六
十
四
人
。

人
口
四
千
百
六
十
四
人
の

「
・
五
％
に
あ
た
り
、
男

二
十
二
人
、
女
四
十
二
人

で
女
性
が
全
体
の
三
分
の

二
を
占
め
て
い
ま
す
。

番
付
で
は
九
十
七
歳
の

長
寿
を
誇
る
竹
谷
ト
ミ
さ

ん
が
東
方
の
横
綱
に
、
西

方
の
横
綱
に
九
十
歳
の
梶

浦
イ
ツ
さ
ん
が
ラ
ン
ク
ざ

れ
ま
し
た
。

三
役
は
東
方
が
男
性
、

西
方
が
女
性
で
占
め
、
と

も
に
八
十
八
歳
と
い
う
番

付
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て

前
頭
に
な
っ
た
か
た
は
、

葛
西
磯
吉

。
そ
よ
さ
ん
、

佐
藤
蔵
太
郎

・
ア
サ
さ
ん

浜
田
男
茶

・
マ
ユ
さ
ん
の

三
夫
婦
。
と
も
に
日
ご
ろ

の
精
進
が
実
を
結
ん
だ
も

の
と
し
て
、
長
寿
の
ほ
ま

れ
を
高
く
し
て
い
ま
す
。

―
俄
“

…

ｍ̈
市
浦
村
長
寿
番
付
　
　
　
　
　
醐̈

（劇蛹に計ｕ・れ川封〔用構で）

東  方

名氏 生年月 日 地区

横 綱

大 関

関 脇

小 結

前頭 1

竹 谷 ト ミ

エ 藤 石五郎

村 山 正 三

山 内 桃太郎

佐 藤 さ ん

新 岡 や よ

小 林 お り

吉 田 千 秋

葛 西 重 蔵

葛 西 磯 吉

秦  ミ ヤ

奈 良 久 吉

鳴 海 萬 太

工 藤 ゆ き

木 村 カ シ

宮 崎 清 吉

山 田 よ ね

成 田 れ ん

糸 谷 健 治

奈 良 長 市

奈 良 ス ゲ

木 村 忠 吾

成 田 り さ

三 浦 み ゑ

岡 本 み よ

竹 谷 き た

葛 西 は つ

浜 田 男 茶

成 田 は る

Jヽ 山 ま る

佐 藤 ア サ

野 呂 た け

９７

田

“

“

８７

８７

“

“

“

“

“

８３

田

８２

８２

２

”

”

８２

８．

８．

８．

８．

８‐

８．

８‐

“

“

“

８０

ｍ

ｍ

27. 2. 9

28. 8.29

脇元

太田

相内

相内

脇元

十三

相内

相内

脇元

磯松

相内

十二

相内

太田

太田

十三

脇元

脇元

相内

太田

相内

太田

磯松

相内

相内

脇元

脇元

十三

脇元

十三

相内

脇元

十三

十三

相内

脇元

相内

十三

脇元

相内

十二

相内

‐
磯松

磯松

太田

十三

太田

磯松

脇元

相内

脇元

相内

太田

太田

脇元

相内

十三

十三

桂川

脇元

脇元

相内

磯松

十三

横 組

大 関

関 脇

小 結

前頭 1

梶 浦 イ ツ

古 川 リ ワ

渋 谷 ミ ヨ

葛 西 ス テ

柏 谷 と め

亀 田 キ ヌ

山 田 弥 一

工 藤 そ わ

梶 浦 そ わ

佐 藤 蔵太郎

葛 西 そ よ

和 島 才太郎

青 山 貞 作

浜 田 和三郎

山 本 ナ ヨ

山 崎 み よ

葛 西 は ま

佐 藤 く に

山 田 つ ぐ

白 川 カ シ

奈 良 タ ヨ

武 田 忠次郎

工 藤 留 吉

白 り|| そ よ

浜 田 マ ユ

湯 浅 ナ ヨ

秋田谷 コ ト

櫛 引 よ ね

中 村 清次郎

三 和 フ ヨ

後 藤 志 わ

木 村 源一郎

83

23. 7. 6



蒙降
そろって3。

、男
茶
さ
ん
は
八
十
歳
で
マ
ユ
さ
ん
が

一
つ

年
上
の
八
十

一
歳
。
二
人
と
も
元
気
そ
う
に

し
て
い
る
マ
ユ
さ
ん
で
す
が
、
腰
の
曲
っ
た

の
に
は
弱
り
ま
し
た
―
と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

男
茶
さ
ん
は
、
ま
だ
現
役
の
運
転
手
。
大

正
十
二
年
に
運
転
免
許
を
取
り
、
長
い
こ
と

乗
合
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
を
し
た
こ

と
の
あ
る
″超
ベ
テ
ラ
ン
″運
転
手
で
す
。

一
月
に
免
許
証
の
更
新
で
警
察
署
へ
行
っ

〓
″
“
“
ｒ
制
［
”
鋼
日
れ
は
い
』
ソ
い
わ

医
で
め
が
ね
を
調
整
し
て
も
ら
い
免
許
を
更

新
、
毎
週
三
回
自
家
用
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
を

運
転
、
マ
ュ
さ
ん
と
二
人
で
車
力
村
の
富
や

ち
診
療
所
へ
出
か
け
ま
す
。
ハ
ン
ド
ル
さ
ば

き
も
軽
く
、
若
者
顔
負
け
の
運
転
ぶ
り
で
す
．

無
事
故
無
違
反
五
十
二
年
の
記
録
を
も
っ
と

も
っ
と
の
ば
し
た
い
と
い
う
浜
田
さ
ん
で
す
．

と
も

に
八
十
四
歳
で
す
が
、
磯
吉
さ
ん

は
明
治
二
十
四
年
十

一
月
二
十
三
日
の
生

れ
だ
か
ら
間
も
な
く
八
十
五
歳

に
な
り
ま

す
。二

人
と
も
ま
だ
日
も
耳
も
確
か
で
す
が

磯
吉
さ
ん
は
血
圧
が
少
し
低
く
、
そ
ょ
さ

ん
は
神
経
痛
で
週
二
回
診
療
所

へ
通

っ
て

い
る
と

い
う
。
そ
れ
で
も
身
の
回
り
や
簡

単
な
農
作
業
は
ま
だ
ま
だ
大
文
夫
。

磯
吉
さ
ん
は
、
三
十
二
歳

の
と
き
官
行

山

（
営
林
署
）
の
作
業
中
、
事
故
で
左
腕

を
切
断
し
ま
し
た
が
、
以
来
、
右
腕

一
つ

で
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。

若

い
こ
ろ
か
ら
村
で
も
評
判
の
働
き
者
夫

婦
で
、

い
ま
で
も
若

い
人
達
の
手
助
け
を

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
元
気
そ
の
も
の

の
二
人
で
す
。

平
均
寿
命
が
の
び
た

と
は

い
え
、
八
十
歳
ま
で

長
生
き
す
る
こ
と
は
並
み
大

低
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
し
て
や
夫
婦
そ
ろ
っ
て
と
な
れ

ば
、
そ
ん
な
に
見
当
り
ま
せ
ん
。

本
村
で
も
八
十
歳
以
上
の
夫
婦

は
三
組
だ
け
。
と
も
に
明
治
、
大

正
、
昭
和
の
二
代
を
生
き
ぬ
い
て

き
た
社
会
の
功
労
者
で
す
。

編
集
室
で
は
三
組
の
夫
婦
を

訪
ね
、
近
況
を
お
伝
え
す

男
茶
さ
ん
は
現
役
運
転
手
　
れ
Ｋ
２
∵
ｆ
象
鼻

日
店
の
手
伝
い
や
台
所
の
仕
事
を

√
ｔ
誡

ハ

退
院
も
間
近
と
い
う
ア
サ
さ
ん
と
―
。

蔵
太
郎
さ
ん
は
八
十
四
歳

の
い
ま
も

几

気
で
す
が
、
ア
サ
さ
ん
は

一
カ
月
ほ
ど
前

に
入
院
。
蔵
太
郎
さ
ん
が
付
き
添

い
看
護

若

い
こ
ろ
か
ら
佐
藤
蔵
の
ニ
ッ
ク
イ、
―

ム
で
親
し
ま
れ
、
営
林
署
主
事
、
相
内
郵

便
局
長
、
相
内
村
収
入
役
、
助
役
を
歴
任

し
た
あ
と
、
町
村
合
併
後

の
村
長
を
三
期

務
め
ま
し
た
。

文
字
ど
お
り
自
治
振
興
に
力
を
尽
し
た

功
労
者
で
あ
り
、
社
会

の
功
労
者
と
し
て

村
民
か
ら
尊
敬
さ
れ
て
い
ま
す
ｃ

ふ
だ
ん
は
畑
や
家
の
回
り
の
卓
取
り
を

し
た
り
、
読
書
を
す
る
な
ど
悠
々
自
適
の

毎
日
を
お
く

っ
て
い
ま
す
。
ァ
サ
さ
ん
の

退
院
の
日
も
近
く
、
夫
婦
そ
ろ

っ
て
几
気

な
顔
を
見
せ
る
の
も
も
う
す
ぐ
で
し
ょ
う

1葛
西磯吉:そよさん1簡単な農作業まだOK

佐藤蔵太郎・アサさん自治功労者として尊敬

仲
よ
く
枝
豆
を
も
ぎ
と
る
葛
西
さ
ん
夫
婦



太
　
田

奈
　
良
　
一　
生

五

十

路

は

や

悲

し

き

ま

で

に
落

葉

降

る

台

風

一
過

鯉

息

づ

き

て
池

な

ご

む

桂

川

　

木

村

萩

枝

秋

風

を

し

み

じ

み

感

じ

道

急

ぐ

雑

草

よ

リ

コ

ス

モ

ス
高

く

咲

き

に

け

り

母

夜

な

べ

ひ

と

つ
の

唄

を

く

り

返

し

冬

近

く

子

の
編

物

に
母

せ

わ

し

脇
　
一九

野

呂

隆

昌

Ｉ
Ω
あ

―

運

の

よ

い

こ

と

百

周

年

に
め

ぐ

り

逢

い

敬

老

会

た

だ

一
日

の

親

孝

行

当

分

は

訪

う

人

も

な

く

村

の
秋

思

い
ざ

ま

生

き

た

い
夢

に
う

な

さ

れ

る

脇
　
一九
　

桑
　
野
　

ミヽ
　
ナ

し
じ
み
貝
漁
る
し
ぐ
さ
を
見
せ
る
孫

小
さ
き
手
の
ひ
ら
い
じ
ら
し
く

老
い
て
い
ま
出
稼
ぎ
で
き
ぬ
淋
し
さ
を

日
帰
り
旅
行
で
ま
ざ
ら
わ
す
夫

桂
　
川
　
　
木
　
村
　
草
　
花

太
陽
を
暮
い
て
ま
わ
る
ひ
ま
わ
り
の

性
は
哀
し
き
野
辺
の
は
ず
れ
に

百
姓
は
百
姓
の
人
と
付
合
え
と

百
姓
せ
し
父
は
酔
う
て
は
言
う
な
り

海
よ
り
の
風
吹
き
通
る
松
原
に

望

郷

想

も

募

金

着

: 買41籠らのはなし三
青色 申告は、単 に税金の面で有利 になる

だけで なく、帳簿 をつ けることによって経

営の内容や資金繰 りの状況 などがよくわか

り経営の合理化 にも役立 ちます。

があ り、税金 は少 な くな ります。  で
たとえば、昭和51年分の所得 が 3 経

:       :
青色 申告 を していない人よ り約 13万 化
円 も少 な くて済みます。    を
青色 申告 をす るには、必ず しもむ

ずか しい帳簿 をつ ける必要はあ りま

せん。普通、商売 を している方は、売掛帳

や買掛帳はつ けてお られるし、固定資産台

帳は年末 にまとめてつ ければよいので、新

たに毎 日つ けなければならないのは現金出

納帳 と経費帳 だけです。
°

帳簿のつ け方でおわか りにならないとき

は、税務署や商工会 などへ お気軽 にご相談

くだ さい。

き
入

運
転
手
ら
昼
寝
す

青
森
県
屋
外
広
告
物
条
例

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
六
月

一
日
か
ら
制
限
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

◆
条
例
の
規
制
の
あ
ら
ま
し

０
、
禁
止
さ
れ
る
広
告
物

が
あ
り
ま
す
。
主
に
著

し
く
汚
染
、
破
損
し
、

落
下
な
ど
の
危
険
が
あ

る
も
の
で
す
。

０
、
広
告
物
を
表
示
す
る

こ
と
が
、
禁
止
さ
れ
る

地
域
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
法
律
に
基
づ
い

て
定
め
ら
れ
た

一
、
二

階
建
の
住
宅
衡

（第

一

種
住
居
専
用
地
域
）
、

重
要
文
化
財
の
建
造
物

と
そ
の
周
囲
、
国
立
、

国
定
公
園
、
県
立
自
然

公
園
、
官
公
署
や
学
校

の
よ
う
な
公
共
施
設
と

そ
の
敷
地
な
ど
で
す
。

０
、
広
告
物
の
表
示
が
禁

止
さ
れ
る
物
件
が
あ
り

ま
す
。
橋
、
ト
ン
ネ
ル
、

街
路
樹
、
煙
突
、
ポ
ス

ト
、
銅
像
な
ど
が
代
表

的
な
も
の
で
す
。

０
、
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
広
告
物
を
表
示
で
き

な
い
地
域
が
新
た
に
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
都
市
計
画
区
城
、

主
要
国
道
及
び
鉄
道
沿

線
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以

内
の
区
域
で
す
。

◆
許
可
を
受
け
る
に
は
、

広
告
物
を
表
示
し
よ
う

と
す
る
場
所
を
管
轄
し
て

い
る
県
土
木
事
務
所
へ
、

許
可
申
請
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

際
、
許
可
手
数
料
が
必
要

で
す
。

◆
屋
外
広
告
業
の
届
出
制
等

今
年
九
月

一
日
か
ら
は
、

県
内
で
広
告
業
を
営
む
者

は
、
届
け
出
を
す
る
と
と

も
に
、
営
業
所
ご
と
に
広

告
に
関
す
る
資
格
を
有
す

る
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

◆
違
反
広
告
物
に
対
す
る
措

置
規
制
の
内
容
に
違
反
す

る
広
告
物
な
ど
を
表
示
し

た
と
き
は
、
許
可
の
取
消

し
、
除
却
等
必
要
な
措
置

が
命
ぜ
ら
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
せ

も
よ
り
の
県
土
木
事
務
所

又
は
県
庁
計
画
課
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。



⑤

10月 1日 から    ,

「

児童扶養手当額を引き上げ
¬

10月 1日 から、児童扶養手当などの支給額が引き上げ

られるほか、児童扶養手当の対急児童の支給要件が緩和

されます。

【児童扶養手当】
>手当額の引き上げ

児童 1人の場合=月 額 15。 600円 から17.600円 に

児童 2人の場合=月 額16,400円 から19,600円 に

児童 3人以上の場合=19,6∞ 円に、その児童のうち2人

を除いた児童 1人 につき 400円 を加算 した額になりま

す。

>対象児童の年齢を引き上げ

昭和51年 10月 から3年計画で、段階的に対象児童が義

務教育終了前の人から、18歳未満の人までに拡大緩和 さ

れます。

なお、該当者には直接連絡 します。

【特別児童扶養手当】
>手当額の引き上げ

重度障害児 1人 につ き=月額18,0∞円から20,300円 に

中度障害児 1人 につ き=12,000円 から13.500円 になりま

す。

「

児童館の開館時間が変りました¬

相内児童館の職員と開館時間が変りました。児童館は

子どもたちの健全な遊び場 として、進んで利用されるよ

うのぞんでいます。

□開館日 日曜日をのぞき、土曜日、祝祭日も開館 し
ます。

□開館時間 5月 1日 から9月 30日 まで午前 9時から
午後 5時まで。10月 1日 から4月 30日 まで午前 9時から

午後 4時 15分 まで。

□館長 鳴海金次郎 さん。 (毎週 1回土曜日に出動 し
て指導に当ります)

□児童厚生員 斉藤弘子さん。 (毎日出動 して子ども
たちの遊びを指導します)

ピ 駆I:翼翼よ軍釦
役所の仕事のことでお困 りのか

た、わからないこと、改めてほし

いことなどがありましたら、相談

委員が無料で、秘密を守り親身に

なって相談に応 します。

行政相談委員

嗚海金次郎 (相内 )

電W045番

10月 17日 ～10月 23日

ピKl藤 し ょ

ことしもきのこ取 りのシーズンに入 りました。この時

期には、例年きのこ取 りの遭難事故が相次いで起ってい

ます。入山にあたってはつぎのことを守 り、遭難事故を

なくしましょう。

■天気予報をよく確かめ、携帯ラジオを持つ。

■薄着をしない。雨衣、マッチのほか食糧を余分に持

■山には絶対1人で入らない。

日からだ具合の悪いときは山へ行かない。

■団体で山に入るときは集合時間、場所、コースなど

を打ち合せ、約束の時間を守る。

■山に入ったら、お互いに呼び合って位置を確かめ合

■天候がくずれそうになったときは、早目にきりあげ

る。

■道に迷ったら、あまり歩きまわらずたき火などして

救助を待つ。

■留守宅では、帰宅予定時刻を過ぎても帰らないとき

は、すぐ警察に届ける。

Ei異鷹驚百和
交通事故の発生はおびただしい数にのぼり、大きな社

会問題になっております。

ひとたび事故が発生 しますと、被害者のかたはもちろ

ん、その家族、時には加害者のかたも苦境に追いこまれ

ます。

日本損害保険協会青森自動車保険請求相談センターで

は、こうした交通事故でお困りのかたたちのために、い

っさい無料で自賠責保険はもちろん、任意保険、
｀
ひき逃

げ事故等についてもご相談に応 じます。

日ところ 青森市長島 2丁目10-7ヤ マウビル 8階

(自賠責調査事務所となり)

■相談時間 平日…午前 9時から午後 4時 30分 まで。
土曜日 午前 9時から正午まで。

■その他 お急 ぎの時や簡単な相談は電話でも応 じま
す。

電話 (0177)22-1025  76-4391

「

役場の勤務時間が変ります¬
10月 1日 から役場の動務時間が変ります。来年4月 30

日までです。

■平日 午前8時 15分から午後4時 まで。
■土曜日・ 午前8時15分から正午まで。―行政相談週間一
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